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～災害などの緊急事態に事業の早期復旧、継続を図るために～



大災害・パンデミック感染・大事
故等々、事業の継続的提供を脅
かす危機事案に備え、被害を最
小限に抑え、必要な業務が継続
できるよう、事前に定めておく計
画のことです。
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被災直後から

交通・物流網は
麻痺…

携帯電話等の
通信も途絶…

多くの帰宅困難者
が生じた

たとえ短期間のサービス休止でも、高齢要介護療養者の
生活と生命が脅やかされることが実感された



出入り口の開放
利用者の状況を確認
法人内各事業所に安否確認
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私達の施設では

通勤困難職員は施設に宿泊

送迎車両のガソリン不足のため、一部事業
所の通所リハ営業を中止

供給可能なガソリンスタンドへ並ぶ

計画停電への対応
食事メニューの変更
バケツに水の汲み置き



1）ＢＣＰの達成目標の設定

2）ＢＩＡ（業務影響度）分析の実施

3）事業継続の優先順位の決定

4）初動対応、普段から備える事項の明確化



BCP策定・運用の目標
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１）ＢＣＰの達成目標の設定 私たちの場合

①療養者が安全に、適切な療養を継続すること
ができる。

②職員の安全と職業を守り、医療・介護の担い
手として、地域における社会的役割を果たす。

③地域の医療・介護拠点施設として、社会的役
割を果たし続けることができる。



職種 重要業務

医師 自家発電装置、職員の確保

看護職員 職員の確保、医療材料、安全な場所、利用者の日々の医療管
理、トリアージ、急変時の対応

介護職員 食事、排泄、入浴、環境、職員の確保、ガソリン、建物

リハビリ職員 職員の確保、利用者の移動方法の確認と周知

相談員・介護
支援専門員

外部との連絡体制、利用者の情報収集、外部状況の確認、ボ
ランティアの要請と受入れ

事務職員 データ、通信手段、患者・利用者への対応

訪問看護師 利用者データ、訪問用品、材料

参考：日刊工業新聞社発行（昆 正和著） あなたが作るやさしいBCP
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２）ＢＩＡ（業務影響度）分析の実施
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ライフライン 支援・生活

職員 ・職員不足によりサービス提供が不十分に

在宅 ・利用者データの閲覧不可

管理

参集 ・参集に時間がかかり、シフトが困難

管理職 ・管理職間の連携が困難

設備 ・設備管理要員が不足

財務 ・オンライン決済化で現金不足

地域 ・地域の被災者の受け入れ体制の不足

・他の医療機関との連携が困難
・停電・断水により十分な検査や診察が不可
・薬の不足

・調理員不足、応援体制の確認要
・食材不足

停
電

・エレベーター停止で移動・食事移送困難
・照明量低下で転倒等リスク増大
・吸引器等緊急機器使用不能でリスク増大
・PC等情報管理機器使用不能でリスク増大
・受水槽ポンプ停止で給水困難
・空調停止で室温調整困難

ガ
ス

・厨房ガス機器停止で食事提供困難

水
・調理用水不足で食事提供困難
・手洗い入浴困難で衛生・感染症リスク増大
・水洗トイレ使用困難

食事

医療
・薬

東京都社会福祉協議会発行（執筆・斉藤實）高齢者施設におけるBCP策定
ガイドラインより引用、加筆
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利用者へ
の影響

職員への
負担

1 食事提供 高 高 入所利用者 当日中

2 診療・看護業務 高 高 入所利用者 当日中

3 介護業務 高 高 入所利用者 当日中

4
生活場所
確保・提供

高 高 在宅利用者 翌日～3日

5
ライフライン
設備稼働

高 中 施設全体 3日～7日

6
衛生環境
維持

高 中 入所利用者 当日～翌日

7 外来診療業務 中 中 外来患者 翌日～3日

優先順位 重要業務
重要度の評価

対　　象
目　　標
復旧時期

東京都社会福祉協議会発行（執筆・斉藤實）高齢者施設におけるBCP策定ガイドラインより引用、加筆
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３）事業継続の優先順位の決定



直後

自分の安全確保

職員間の安否確認

利用者の安全確保

館内放送

負傷者への対応

設備の応急点検

施設内外の応急点検

立ち入り禁止場所の表示

ライフラインの確認

備蓄品使用

ケア方針

当面の職員ローテーション

医療体制の確立

災害対策本部との連携

家族への情報提供

基本的対応事項
発災当日

発災翌日

東京都社会福祉協議会発行（執筆・斉藤實）高齢者施設におけるBCP策定ガイドラインより引用、加筆
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４）初動対応、普段から備える事項の明確化
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①

②

③

④

⑤

⑥



 9月28日BCP訓練の様子

非常放送と職員参集

非常食の運搬及び配膳

負傷した療養者を救護所へ搬送



ASP型介護記録支援システム

瑞穂地区

福生地区

幹人会クラウドシステム概念図

老健

（入所・通所）訪問系ステーション

（看護・リハ・介護）

在宅医療・居宅介護支援事業所・通所リハ

ALSYS

みまもり
ケータイ

ホワイトオフィス

居宅介護支援事業所

要望に応じて、訪問先でも利
用料金の決済が可能

外出先でも を内線通

用する

外出先でもiPhoneを内線通
話や緊急メール受信、利用
者情報の参照や入力、決
済等、多用途端末として活
用する

独居の方等の緊急時のナー
スコールがわりに、ボタン一
つでステーションへ通報

全ての事業所情報を一元管理し、

アップされることを想定

全ての事業所情報を一元管理し、
iPhoneやiPad端末で、施設内外
を問わず、情報の閲覧と真証性
ある記録を可能とし、データが堅
固なセキュリティーの下バック
アップされることを想定

施設と在宅の障壁を取り去り、地域をフロアと見立て、
多職種が利用者や事業運営の情報を共有し、一元的な
サービス提供を行うとともに、ＢＣＰ（緊急時事業継続計
画）に於いても骨格となる情報共有システムとして想定

施設と在宅の障壁を取り去り、地域をフロアと見立て、
多職種が利用者や事業運営の情報を共有し、一元的な
サービス提供を行うとともに、ＢＣＰ（緊急時事業継続計
画）に於いても骨格となる情報共有システムとして想定

※法整備が整えば電子カルテ

システムもクラウド化をめざす



昼間 夜間

自身の安全を確保する 自身
自身

同僚・利用者の安全を確保する 自身
同僚・利用者

館内一斉放送を流す 事務所 内線７１で一斉放送 夜勤者
を流す

対策本部、又はその時点での 全職員
各施設最高責任者の指示に従う

出入り口・避難経路の確保 全職員
エレベーター使用中止

一斉メール送信（生命優先指示・ IT担当
職員の安否確認・参集要請） 全職員

事務所参集 対策本部 メインフロアへ参集 最高責任者
役割分担 基幹職員 役割分担 基幹職員

負傷者の把握とトリアージ 医療・看護
応急救護班編成 負傷者

訪問系サービス応急救護班 訪問系職員
編成 負傷者

ライフライン（電気・水道・ガス） 基幹職員
の確認

No

Yes
停電に備えて備品の準備 全職員

通リハを1階へ移動 通リハ
案内通知 利用者

No

Yes Yes
明かりの確保 夜勤職員
フロアの巡回 利用者

上階へ飲料水の 参集者 上階へ飲料水の 夜勤職員
確保 利用者 確保 利用者

上階へ非常食の 参集者
確保 利用者

緊急時の電源確保（自家発電） 医療・看護
AED・吸引器準備

No

発災

停電したら停電したら

断水したら

放送マニュア

ル

貼紙

メールシステム

停電の予告

があったら

案内通知

Yes
上階へ生活用水の 参集者
確保（汲み置き） 利用者

井戸水利用方法の 防災・復旧担当
検討

No

Yes
調理環境の確保 参集者

栄養課

ガス会社へボンベ 復旧担当
要請 栄養課

備蓄食材の提供 栄養課
利用者

食器にラップを巻く 栄養課
利用者

施設内外状況確認 防災・復旧担当
立入禁止場所表示

設備の応急点検 防災・復旧担当

備品の確保と配布 防災・復旧担当
現場職員

情報収集 対策本部
行政との連絡調整

今後の対応決定 対策本部
職員シフト調整

家族・地域との連絡 相談員
調整 家族・地域

報告及び記録 全職員

備蓄品の補充と 対策本部
委託ネットワーク活用 委託・店舗

移送・移動手段 防災・復旧担当
ガソリンの確保

薬品・薬剤の調達 看護・事務職員

ボランティア受入れ 相談員
家族・地域

避難者の受入れ 相談員
避難者

今後の対応決定 対策本部

完全復旧

ガスが止

まったら

利用者

データ

記録

名簿
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東京都社会福祉協議会発行：

高齢者施設におけるＢＣＰ策定ガイドライン

日刊協業新聞社発行：

あなたが作るやさしいBCP【第2版】

日刊協業新聞社発行：

パンデミックBCP構築ガイドブック
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御清聴ありがとうございました。


